
（ ） （ ）事例 中学校社会科 公民的分野 飛騨地区 Ｈ中学校
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第３学年

学習指導要領 公民的分野の内容（３）エ

単 元 名 国際問題と地球市民 （全６時間）

単 元 目 標 ○環境問題について関心をもち、地球規模での努力や国際協力が必要であ
ることをＮＧＯの活動を通して理解し、住みよい地球を守るために取り
組みを続けていこうとする気持ちがもてる。

（ ）社会的事象への関心・意欲・態度
○地球に住む一人として、和田さんの様々な活動を通して、現地の人が望
んでいる活動を共に考え歩むことの大切さが分かり、今後の自分たちの
在り方を考えることができる。

（ ）社会的な思考・判断
○ＮＧＯ法人「ソムニード」の活動に関心をもち、ハンドブックや写真、
資料、和田さんの話など様々な資料を活用して、自分の考えをまとめ適
切に表現することができる。

（ ）資料活用の技能・表現
「 」 、○ＮＧＯ法人 ソムニード の活動から地球が抱えている環境問題を知り

日本も無関係でないことを理解することができる。
（ ）社会的事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○単元指導計画作成上の工夫
・追求する社会的事象について、生徒がより具体的に学ぶことができるよ
うに身近な人物を取り上げ教材化した。
・指導計画は、生徒の実態や、生徒の意識の流れに十分に配慮し、生徒の
側に学ぶ必然性が生まれるようにした。
・世界の経済格差をつかませるために、発展途上国の人口爆発や貧困の様
子等の南北問題を位置付けた。
・日本の発展途上国への支援が分かるように、ＯＤＡの支援の様子を位置
付けた。
・環境問題について、適切な課題を設けて行う学習を位置付けた。
○単位時間における工夫
・生徒の関心をひきつけるために、天ぷらうどんを取り上げ、私たちの食
事も、原料はその多くを海外に依存していることを考えさせた。
・世界の経済格差をつかませるために、人口問題や貧困などの南北問題に
ついての資料を用意した。
・和田さんの言葉や写真を資料として提示し、新しい見方や考え方に気付
かせる展開を工夫した。

参 考 資 料 資料 １ ： 第１時 「天ぷらうどんに関する資料」
資料 ２ ： 「インドの有頭えびに関する資料」
資料 ３ ： 第２時 「飽食と貧困の様子が分かる資料」
資料 ４ ： 「ＯＤＡの協力に関する資料」
資料 ５ ： 第３時 「日本のＯＤＡへの批判の資料」
資料 ６ ： 「日本のＯＤＡの建設に関する資料」
資料 ７ ： 「和田さんの写真」
資料 ８ ： 第４時 「和田さんの歩み」
資料 ９ ： 「インドの生活の様子に関する資料」
資料１０ ： 「インドでのソムニードの活動ビデオ資料」
資料１１ ： 「ソムニードの事業に関する資料」
資料１２ ： 「ソムニードの植林方法に関する資料」
資料１３ ： 第５時 「和田さんの言葉の資料」
資料１４ ： 「和田さんが現地で活動している写真資料」



２ 単元の評価規準

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・ ウ 資料活用の技能 エ 社会的事象につ
関心･意欲･態度 判断 ・表現 いての知識・理解

内 国際社会の諸問題に 国際社会の諸問題か 国際社会の諸問題に 世界平和の実現と人
容 対する関心を高め、 ら課題を見いだし、 関する様々な資料を 類の福祉の増大に関
のご 課題を意欲的に追究 世界平和の実現と人 収集し、学習に役立 わって、国家間の相
まと し、世界平和を確立 類の福祉の増大につ つ情報を適切に選択 互の主権の尊重と協
との するための熱意と協 いて、多面的・多角 して活用すると共 力、各国民の相互理
ま評 力の態度が育つと共 的に考察し、これか に、課題を追求し考 解と協力の大切さに
り価 に、これからのより らのよりよい社会の 察した過程や結果を ついて認識し、日本
規 よい社会を築くため 在り方について、様 図表化したり報告書 国憲法の平和主義に
準 に解決すべき諸課題 々な観点や立場から にまとめたり、発表 ついて理解を深める
を考え続けようとす 公正に判断してい や討論などを行った と共に、現在及び将
る態度が育ってい る。 りしている。 来の人類がよりよい
る。 社会を築いていくた

めに解決すべき課題
について理解し、そ
の知識を身に付けて
いる。

単 和田さんの生き方を 和田さんがソムニー ＮＧＯ法人「ソムニ ＮＧＯ法人「ソムニ
元 意欲的に調べること ドを立ち上げて、イ ード」の活動のハン ード」の活動から地
の を通して、地球的な ンドで植林活動など ドブックや写真、資 球が抱えている環境
評 環境問題について関 を続ける姿を通し 料、和田さんの話な 問題を知り、地球で
価 心をもち、住みよい て、現地の人が望ん ど様々な資料から、 起きている環境問題
規 地球を守るために取 でいることをするた 課題に迫る資料を収 に対して、現在どん
準 り組みを続けていこ めには、現地の人と 集し、自分の考えを な取り組みがなされ

うとする気持ちがも 共に考え歩んでいく まとめ適切に表現す ているのか理解でき
てる。 ことの大切さが多面 ることができる。 る。

的・多角的にとらえ
られている。

学 ①外国からの輸入に ①世界の国々には、 ①写真や資料から、 ①世界とのかかわり
習 よって日本人の食 貧しさのため、苦 日本の支援状況な がなければ私たち
活 が保たれているこ しい生活をしてい どの活動内容を具 の生活が成り立た
動 とに関心をもち、 る人がいることを 体的に調べ、支援 ないことを理解し
に 自分たちの生活と 知ると共に、日本 金額や支援内容に ている。
お 世界の国々との関 が果たしている役 ついてまとめてい ②私たちが住んでい
け 係に目を向けてい 割について考えて る。 る地球には、貧困
る る。 いる。 ②環境問題について に苦しむ人々がお
具 ②高山にあるＮＧＯ ②話し合いや和田さ 多くの資料から、 り、日本としても
体 「ソムニード」の んの話をもとに、 学習に役立つ資料 ＯＤＡ（政府開発
の 和田さんの活動に 援助してあげると を適切に選択し、 援助 やＮＧＯ 非） （
評 関心をもっている いう見方や考え方 自分なりの考えを 政府組織）などで
価 ③ＮＧＯで活動する だけではなく、現 交えて分かりやす 様々な援助をして
規 和田さんやソムニ 地の人たちの望ん くまとめている。 いることを理解し
準 ードの方の様子を でいることを、共 ている。

知り、活動を行う に考え歩んでいく
大変さからその気 ことが大切である
持ちや生き方に関 という見方をして
心をもっている。 いる。

③環境問題について
考え、地球環境を
守っていくために
自分なりにできる
ことはないか考え
ている。



３ 指導と評価の計画（全６時間）

（１）授業の流れ
第１次 日本と世界との関わり …（３時間）
第２次 インドで活動をする和田さんを通して …（２時間）
第３次 地球の環境問題 …（１時間）

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

海外との関１

わりがあっ 私たちの生活は、世界とど ＜アー①＞ 発言
てこそ、生 のようにつながっているの 外国からの輸 ・食材が海外 ○海外からの
活できてい だろうか。 入によって日 からの輸入 輸入に頼る
る背景をつ 本人の食が保 であること ところが大
かむととも ○天ぷらうどんを提示する。 たれているこ を知った上 きいことを
に、インド 多くの食材が海外からの輸 とに関心をも で、今の日 理解させる
の環境問題 入であることを知る。 ち、自分たち 本の現状が ために、日
に、私たち の生活と世界 海外とのつ 本食という
日本人も関 ○ 世界一のえび消費国日本 の国々との関 ながりなし イメージが「 」
係している の資料を提示する 係に目を向け では、成り 強い天ぷら
ことが分か ている。 立たない見 うどんを取
る。 方ができて り上げる。

いるか。
＜エー①＞

○えびを日本に輸出している 世界との関わ 学習ノート
インドの現状 りがなければ ・輸出により ○インドのえ
（インドの有頭えびの資料を 日本は生活し 生活に苦し びを取り上
提示） ていくことが む現地の人 げて、現地

できないこと たちと、日 の人が苦し
○この有頭えびを輸入してい を理解してい 本も無関係 んでいる様
る国は日本であることを知 る。 ではないこ 子をつかま
る。 とを理解し せる。

ているか。
単元を貫く課題
「同じ地球に住む一人として
何ができるのだろうか 」。
と設定する。

世界経済が ○世界の人口と食糧の資料を ＜イー②＞ 発言２

大きな格差 提示。 世界の国々に ・世界には、 ○飽食と貧困
を抱えてい ○飽食の様子の写真と貧困の は、貧しさの 貧困に苦し の資料から
る背景をつ 様子の写真を提示。 ため、苦しい む人が多い 貧困に苦し
かむと共に ○感想発表 生活をしてい ことを理解 む人が多い、
世界では様 る人がいるこ し、日本と ことをつか
々な形で国 同じ地球に住んでいるのに とを知ると共 世界を比較 ませ、同じ
際協力が行 こんなにも貧しく生活に苦 に、日本が果 し、どうし 地球に住ん
われている しんでいる人々がいるのは たしている役 てこのよう でいる一人
ことが分か どうしてか。 割について考 な貧困さが として考え
る。 えている。 生まれたの させる。

○貧困を生み出している背景 かという見
を探る。 方ができて

いるか。

＜エー②＞ 学習ノート
○さかんに行われる援助。 私たちが住ん ・貧困に苦し ○貧困に苦し

でいる地球に んでいる人 んでいる人
○政府及びＮＧＯによる協力 は、貧困に苦 々を日本も たちに対し
援助の全体像をつかむ。 しむ人々がお ＯＤＡやＮ て、ＮＧＯ



り、日本とし ＧＯという やＯＤＡの
てもＯＤＡ 形で援助し 活動が分か
（政府開発援 ているとい る資料を提
助）やＮＧＯ う実態を理 示し、日本
非政府組織 解している が果たして（ ）
などで様々な か。 いる役割を
援助をしてい 考えさせる
ることを理解
している。

政府による ○日本の経済援助とＯＤＡ３

援助の現実 ・日本は世界の中で一番多く
をもとに、 のお金を援助している。
国際協力が ○日本のＯＤＡへの批判
金や物だけ ＜ウー①＞ 学習ノート
ではなく、 発展途上国への資金援助額 写真や資料か ・資料から、 ○日本のＯＤ
人や技術に が世界一の日本が、こんな ら、日本の支 ＯＤＡの資 Ａへの批判
よる援助も にも非難されなくてはいけ 援状況などの 金援助が、 の資料か
盛んに行わ ないのはどうしてだろう 活動内容を具 現地の人の ら、資金援
れているこ か。 体的に調べ、 ためになっ 助が現地の
とが分かる まとめてい ていないこ 人の役に立。

る。 とを読み取 っていない
っているか ことを具体

的にとらえ
○貧困層には届かない日本の させる。
援助

○ＮＧＯの代表としてインド ＜アー②＞ 学習ノート
で活動してみえる和田さん 高山にあるＮ ・和田さんに ○小中学校で
を紹介する。 ＧＯ「ソムニ ついて「ど も交流して

ード」の和田 んな人物な いる和田さ
さんの活動に のか知りた んの写真を
関心をもつこ い」など感 提示し、活
とができる。 想に書いて 動について

いるか。 確認する。

４ ソムニード ○ＮＧＯ「ソムニード」で植
を立ち上げ 林活動をする和田信明さん
た和田さん
の歩みを理 ＮＧＯの代表として、イン
解すること ドで活動してみえる和田さ
で、和田さ んは、どのように国際協力
んの生き方 に関わってきたのだろう
に興味をも か。
つことがで ○和田さんの
きる。 ○和田さんの歩み。 活動の歩み

→ＮＧＯ「ソムニード」とし からこれま
てインドで植林活動をして でをつかま
みえる和田信明さんの歩み せる。
を見る。

○インドの生
○インドの生活状況や森林の 活状況や森
現状を知る。 林の現状の

様子をビデ
オや資料か
らつかませ
る。

○感想 ＜アー③＞ 学習ノート
・１０年間もインドで活動し ＮＧＯで活動 ・歩みをもと ○和田さんの
てみえた和田さんは素晴ら する和田さん に、和田さ 活動を、資



しい。援助してあげること やソムニード んが１０年 料から確認
は、大切なことだと思う。 の方の様子を 間も活動を し、どうし
・和田さんはどうして１０年 知り、活動を し続けてみ て、こんな
間も続けることができたん 行う大変さか えたことを 大変な活動
だろうか。自分だったらで ら、その気持 事実や自分 を１０年間
きないと思う。 ちや生き方に の思いを交 も続けるこ

関心を持つこ えながら書 とができた
とができる。 けている のか考えさ

か。 せる。

５ 和田さんが ○インドでの植林活動などを
ソムニード 続ける和田さんの具体的な
を立ち上げ 活動の様子を見せ、課題を

本 て、インド より明確化し、各自の考え
時 で植林活動 の発表に入る。 ○課題に対す
などを続け る各自の考
る姿を通し 和田さんが１０年間もイン えをノート
て、現地の ドで様々な活動をしてきた に書かせる
人が望んで のはどうしてだろうか。
いることを ○発表を観点
するために 別に板書を
は、現地の （インドの現状から） することで
人と共に考 生徒の発言
え歩んでい を位置づけ
くことの大 さらにつな
切さが分か （和田さんのやりがいから） げて考える
り、自分も ように援助
地球に住む する。
一人として 発言
の自覚をも ○和田さんの思いに迫る。 ＜イー③＞ 学習ノート
つことがで 話し合いや和 ・援助してや ○和田さんの
きる。 田さんの話を るとかいっ 言葉や写真

もとに、地球 た考え方で から、和田
○和田さんの現地での活動写 に住む一人と はなく、同 さんの願い
真を提示する。 して、援助し じ地球に住 をつかませ
・和田さんの笑顔から、現地 てあげるとい む一人とし る。
の人と共に歩んでいくこと う見方や考え て現地の人
が大切だと教えられた。 方だけではな の望むこと

く、現地の人 を共に考え
たちの望んで 歩んでいく
いることを共 ことが大切
に考え歩んで だという見
いくことが大 方や考え方
切であるとい ができてい
う見方をして るか。
いる。

６ 地球の環境 ○前時学習した和田さんの思
問題を調べ いを確認し、同じ地球に住
る中で、同 む一人として地球上でおき
じ地球に住 ている環境問題を調べてい
む一人とし くことを確認する。
て環境問題
をとらえ、 同じ地球に住む一人として
自分にでき 地球上で起こっている環境 ○課題追求学
ることはな 問題について自分はどんな 習をさせ
いか考える ことができるのだろうか。 る。
ことができ
る。 ○以下の環境問題から一つを ＜ウー②＞ 学習ノート

選び、課題追求学習をする 環境問題につ ・自分の調べ ○資料の読み



と共に対策を考える。 いて、多くの たい環境問 取りができ
資料から自分 題を、資料 ない生徒に

①資源・エネルギー問題 の課題に合っ から読み取 は、机間指
②森林問題 た資料を収集 りノートに 導をするこ
③砂漠化 し、自分なり まとめてい とで、考え
④地球温暖化 の考えを交え るか。 るヒントを

ながらまとめ 与え考えさ
ている。 せる。

○意見交流 ＜イー④＞ 学習ノート
環境問題につ ・学習してき ○今まで学習
いて考え、地 たことを思 してきたこ
球環境を守っ い出しなが とを思い出
ていくため ら書いてい しながら書
に、自分なり たり、自分 いていた
にできること にできるこ り、自分に
はないか考え とはないか できること
ている。 という見方 はないか考

や考え方で えている生
書けている 徒を認め広
か。 める。

４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい
・和田さんがソムニードを立ち上げて、インドで植林活動などを続ける姿を通して、現地の人
が望んでいる援助をするためには、現地の人とともに歩んでいくことの大切さが分かり、自
分も地球に住む一人としての自覚をもつことができる。

（２）本時の位置
５／６時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○インドでの植林活動などを続け
か る和田さんの具体的な活動の様

、 、む 子を見せ 課題をより明確化し
各自の考えの発表に入る。

和田さんが１０年間もインドで
様々な活動をしてきたのはどう
してだろうか。

○調べたことをもとに和田さんの ＜イー③＞ ○課題に対して、イン
思いや願いについて話し合う。 話し合いや和田さんの話を ドの現状からという
（インドの人の現状から） もとに、地球に住む同じ一 見方や和田さんのや
・現地の人々は、とても食糧に苦 員として、援助してあげる りがいという見方

追 しい生活をしている。毎日、食 という見方や考え方だけで を、生徒の意見から
究 べ物がない生活をしていること はなく、現地の人たちの望 板書に位置付ける。
す がわかるので、そういう人たち んでいる援助を、ともに考
る の生活を楽にしてあげたいと願 え歩んでいくことが大切で

。ってみえるから。 あるという見方をしている
・私たちと同じ年代の女の子が毎 ○発言
日２０キロの水を運ぶのはかわ ・援助してやるとかそうい
いそうだし、少しでも水が豊か った考え方ではなく、同
になるように願ってみえるから じ地球に住む一人として
・電気がない生活をしていること 現地の人の望む援助をす



が分かるので、その人たちのた ることが大切だという見
めにミニ水力発電所をつくり生 方や考え方ができている
活を楽にしてあげたいから。 か分析する。
・水がないということは生きてい
く上では、非常に苦しく大変な
ことであるから。
（和田さんのやりがいから）
・はげ山だったところに緑が徐々
に戻ってくるのがうれしかった
から。
・木に実がつくことによって食料
がとれるようになったから。

・ミニ水力発電をつくることによ
って、電気がおこり、暮らしが
少しずつよくなってきているの
が分かるから。
・現地の人の喜ぶ顔が多くみられ
るから。
・自分の行っている活動が、現地
の人の中で広まっていくから。

○和田さんの 「現地の人が自分 ＜イー③＞ ○和田さんの願いが分、
でよりよい生活ができるよう 話し合いや和田さんの話を かるように、和田さ
に ともに考え歩んでいきたい もとに、地球に住む同じ一 んの言葉や写真を効、 」

深 という思いに迫る。 員として、援助してあげる 果的に使う。
め ・自分の思いだけで活動をするこ という見方や考え方だけで
る とは、現地の人のためになって はなく、現地の人たちの望

はいない。現地の人とともに考 んでいる援助を、ともに考
えていくことが大切だというこ え歩んでいくことが大切で

。とに気がついた。 あるという見方をしている
・植林活動をしていくことで、自
分の喜びにはなっても、相手の
喜びにはつながっていないこと
が分かった。現地の人とたくさ
ん話をしてお互いが理解をした
上で、活動していくことが大切
だということが分かった。
・現地の人が苗木を引っこ抜いて
いくことはとてもショックだっ
たと思う。それでも活動し続け
た和田さんはすごい そこまで ○学習ノート。 、
現地の人たちのことを考えてい 仲間の発言をもとに、和田
たからこそ、１０年間も活動で さんの願いに迫ることがで
きたんだと思う。 きている。
○和田さんの現地での活動写真を
提示することによって、自分自 ○感想をもつことがで
身を振り返る。 きない生徒には、言
・和田さんの笑顔から、現地の人 葉や写真に着目し和
とともに歩んでいくことが大切 田さんの思いから考
だと教えられた。 えた仲間の意見を再

ま ・何かをしてやろうかという自分 確認する。
と 勝手なものでは、この笑顔はな
め いと思う。同じ考えで歩んでい
る くことが大切だと語っている。
・和田さんがこれだけ楽しそうな
のは、援助してやるというよう
な上の立場で考えていないから
だと思う。自分にも何かできな
いか考えていきたい。



５．評価の実際と個に応じた指導事例

本時の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。
「学習活動における具体の評価規準」に照らして 「十分満足できる」状況（ ）を実現してい、 A
ると判断した生徒の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（ ）と判断した生徒がいる場C
合の指導の指導の具体的な手だてを示している。
授業展開の中で 「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握する、
ことに努める。その際 「努力を要する」状況と判断した生徒に対して、学習状況に応じた指導、
の手だてを講じて、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。それとあわせて 「十分満足で、
きる」状況と判断できる生徒の姿が実現されることをめざして、指導・援助に努めていく。

本時の事例（５／６時）の事例
【社会的な思考・判断】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と
具体の評価規準 いると判断した生徒の具体的な状況例 判断した生徒への指導の手だて

＜イー③＞ 発言の内容やノートへの記述の分析から
○話し合いや和田さ ○地球に住む同じ一人として、援助してあ ○学習課題に対して、インドの
んの話をもとに、 げるという見方や考え方だけではなく、 人の立場や和田さんの立場
地球に住む一人と 現地の人たちの望んでいることを、共に で、この１０年間を考えてみ
して、援助してあ 考え歩んでいくことが大切であるという るように示唆する。
げるという見方や 見方に変容し、さらに、自分の生活を振
考え方だけではな り返って、自分にもできることはないか
く、現地の人たち 考えようとする見方をしている。 ○和田さんの思いが「してあげ
の望んでいること 具体例 る 」という考え方から「現。
を共に考え歩んで ・和田さんがこれだけいい顔をしてみえる 地の人が望んでいることを共
いくことが大切で のは、援助してやるというような立場で に考え歩んでいく」いう考え
あるという見方を 考えていないからだと思う。自分にもで 方に変わったことに気付いた
している。 きることはないか、考えていきたい。 生徒を、ノートの記述からみ

つけ、全体に広めることによ
って、自分にはなかった見方
に気付かせる。

○円座になって話し合っている
写真から、現地の人のまなざ
し、それに、にこやかに接す
る和田さんの表情に着目させ
どう語っているのか予想させ
る。
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